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はじめに

平成 28年 12月に東京都が策定した「都民ファーストでつくる「新しい東京」～
2020 年に向けた実行プラン～」では、より身近な場で誰もがスポーツできる環境
を整備し、2020年までに週 1回以上スポーツをする成人の割合である都民のスポー
ツ実施率を世界トップレベルの 70％を達成することを目標に取組を推進していくこ
ととしています。

平成 28年度に東京都が実施した世論調査では、都民のスポーツ実施率は全体で
56.3％ですが、20歳から 40歳代の「働き盛り世代」を平均すると、50％に満た
ない状況にあります。スポーツ・運動を行わなかった理由として、仕事や家事・育
児により時間がないことを挙げる人が多く、この世代が 1日の大半の時間を過ごす
企業への働きかけが必要です。
また、3年後に控えた 2020 年東京オリンピック・パラリンピック競技大会に向
けて、企業のスポーツに対する関心が高まり、スポーツを推進する担い手としての
存在感が増す中、企業の社会貢献への意欲を引き出し、スポーツの裾野を拡大して
いくことが必要です。

そこで、スポーツに対する社内外への積極的な取組をしている企業を都が認定し、
取組事例集にとりまとめ広く都民に周知することで、働き盛り世代のスポーツ活動
を推進する「東京都スポーツ推進企業認定制度」を平成 27年度に創設いたしました。
特に、社会的な影響や波及効果の大きい取組をしている「東京都スポーツ推進モ
デル企業」の選定にあたっては、社員が行うスポーツ活動の支援や促進に向けた取
組を実施している「スポーツの実践」部門、アスリートの雇用や社有スポーツ施設
の地域開放などスポーツを支援している「スポーツの支援」部門の 2つの部門に分け、
企業の取組をより明確に示しております。

本事例集では、平成 28年度に認定した東京都スポーツ推進企業 128社の取組事
例を紹介しております。是非、これらの取組を参考に、より多くの企業において実
践していただきたいと思います。本事例集が企業にとってスポーツ活動に取り組む
きっかけとなれば幸いです。

平成 29（2017）年 3月
東京都オリンピック・パラリンピック準備局
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東京都のスポーツをめぐる現状

◆東京都の目標

より身近な場で誰もがスポーツできる環境を整備し、都民のスポーツ実施率 ※が世界トップレ
ベルの 70％を達成することを目指しています。
※週1回以上スポーツを実施する人の割合
（平成 28年 12 月公表「都民ファーストでつくる「新しい東京」～ 2020 年に向けた実行プラ
ン～」）

ルールに基づいて勝敗や記録を競うスポーツだけではなく、健康づくりのためのウォーキングや気分転換に行う軽い体
操、自然に親しむハイキング、介護予防のためのトレーニングなど、目的を持った身体活動の全てをスポーツとして扱っ
ています。
スポーツをより身近なものとし、これまでスポーツに縁のなかった方にも気軽に楽しんでいただくため、スポーツの概
念を幅広く捉えています。

ここでいうスポーツとは

スポーツ実施率について
◆東京都におけるスポーツ実施率のこれまでの推移と目標値

19 21 23 24 26 28 32

39.2

43.4

49.3

53.9

60.5

70%

56.3
直近調査

目標値

平成 32（2020）年の目標はスポーツ実施率 70％達成。平成 28年度調査では全体で 56.3％
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◆年代別スポーツ実施率　平成 28年度と平成 26年度の比較
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平成 26年度と比べ、30代〜 40歳代のスポーツ実施率はほぼ横ばいであるが、週１回以上は
50％程度と低い状況

◆年代別スポーツ実施頻度（平成 28年度）
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20 代〜 40歳代のスポーツ実施頻度は、週１回以上は低いものの、週１回未満は 30〜 40％台
と他の世代に比べ高い状況

◆スポーツ・運動を行わなかった理由（平成 28年度）

「仕事や家事・育児が忙しくて時間がないから」、「機会がなかったから」、「年をとったから」の順
20～ 40歳代の「働き盛り世代」のスポーツ実施率を向上させるため、1日の大半の時間を過ごす企業に対するア
プローチとして、「東京都スポーツ推進企業認定制度」を創設し、企業の取組を広く周知することで、普及を図る。

障害者スポーツについて
◆障害者スポーツの観戦　平成 28年度と平成 26年度の比較

0 10 20 30 40 50 60 70

テレビ、ラジオ、インターネット配信等で観戦または見た
（ニュース等で流れるダイジェストや特集番組等も含む）ことがある

スタジアム・体育館・沿道などで実際に観戦または見たことがある

その他

観戦または見たことはない

わからない

80

70.4

1.3

0.3

27.8

1.0

50.3

2.2

0.1

47.3

1.4

平成 28年度

平成 26年度

観戦・見たことのある人の割合は大きく上昇しているが、実際に観戦・見た人は依然として低い
障害者スポーツの観戦等を促し、認知度を向上させるため、企業の障害者スポーツに対する取組を「東京都スポー
ツ推進企業認定制度」により広く周知することで、企業の取組を後押しする。
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平成 28年度東京都スポーツ推進企業認定制度の概要

◆事業概要

「東京都スポーツ推進企業認定制度の目的」
企業のスポーツに対する社内外への積極的な取組を認定し、広く都民に周知することで、働き

盛り世代のスポーツ活動を推進するとともに、スポーツに対する社会的気運の醸成を図る。

「東京都スポーツ推進企業」
社員のスポーツ活動を推進する取組や、スポーツ分野における社会貢献活動を実施している企

業のうち東京都が認定したもの
⇒認定された企業には
　〇認定証・認定ステッカーの交付
　〇都ホームページ等において社名等の公表
　〇マスメディア等に積極的に取組内容の情報提供　等

「東京都スポーツ推進モデル企業」
認定した企業のうち、特に社会的な影響や波及効果の大きい取組をしている企業（学識経験者

を含む選定委員会を経て、東京都が決定）
⇒選定された企業には
　〇表彰
　〇都ホームページや都スポーツイベントで取組内容の公表　等

◆募集対象

都内に本社、事業所を置く企業、社団法人、財団法人、NPO 法人等

◆認定期間

1 年間（更新可）

◆スケジュール（平成 28年度）

7 月 1 日～ 10 月 31 日 東京都スポーツ推進企業募集
11 月 東京都スポーツ推進企業認定
1 月 東京都スポーツ推進モデル企業選定
2 月 東京都スポーツ推進モデル企業決定
3 月 東京都スポーツ推進モデル企業表彰式

◆平成 28年度東京都スポーツ推進企業認定数	 	128 社
　平成 28年度東京都スポーツ推進モデル企業数	 	うち 10社

◆関連ホームページ

スポーツ TOKYO インフォメーション「東京都スポーツ推進企業認定制度ホームページ」
http://www.sports-tokyo.info/company/

5



平成 28年度東京都スポーツ推進モデル企業

クボタ東京本社には、野球・サッカー・テニス・
バドミントン・ゴルフ・ランニング・ヨットの7つの
運動部があり、部員は総勢110名を数える。会社は
毎年度、各部に補助金を支給し、運営をサポートし
ている。また、各部の積極的な活動を促すため、上
記の補助金とは別に、1回の活動あたり、1,000円を
支給している。部会によっては、当社他事業所や近
隣企業と練習会を実施したり、実業団チームを集め
た大会に参加する部活もある。新入社員の配属時期
には、社内の各フロアに設置している「デジタルサ
イネージ」に各部活動の詳細が掲示され、熱心な勧
誘が行われている。

その他のサポートとしては、千葉県浦安市に所有
するテニスコートを社員に貸し出したり、皇居外周
ランニングに便利なシャワールームを、東京本社内
に設けるなどしている。

この部活動では、会社内の事業部門の垣根を越え
た交流に一役買っている。

部活動の推進

東京本社バ
ドミントン

部

株式会社クボタ
東京本社

実 践

東京本社テニス部

終業後のヨガ教室
（執務室内に参加喚起のスライドを掲載して誘引）
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所 在 地 業　種 総従業員数

東京都
スポーツ推進大使
ゆり―と

STAFF'S  VOICE
従業員がスポーツを身近に感じて

もらえるように、なおかつスポーツ
を通じて、従業員同士の交流が図れ
る様に意識をし、企画・運営を行っ
ています。上記で紹介している活動
以外にも、定期的にボウリング大会
やダーツ大会、クボタスピアーズの
応 援 ツ ア ー を 開 催 し て い ま す 。
2016年には、東京本社の家族見学
会に、クボタスピアーズのチームマ
スコット「スッピーくん」を招くこ
とで、家族でラグビー観戦をしても
らえるきっかけ作りをしました。

ラグビーチームの「クボタスピアーズ」を運
営している。チームのレベルアップはもちろん
のこと、中学生へのラグビー指導や近隣小学校
へのタグラグビー授業等、スポーツを通して社
会貢献を行っている。

約610名製造業中央区

【ラジオ体操】
・ 毎朝の始業前に、ラジオ体操を行っている。参加は任

意だが、大半の従業員が実施している。

【ヨガ教室】
・ 年に数回、社内の共有ス

ペースに講師を招き、ヨガ

教室を開催している。教室

終 了 後 に は 、 ヘ ル シ ー メ

ニューの料理を囲んでの懇

親会を実施している。

【ウォーキング等の健康づくりの奨励】
・ クボタ健康保険組合と共同で「健康マイレージ・ヘルスチャレンジ制度」を

実施している。ウォーキングを含む多数のメニューの中から、各自が目標を

選択し、日々取り組んでいる。その目標を達成すると、与えられたポイント

に応じて、賞品と交換することができる。
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平成 28年度東京都スポーツ推進モデル企業

第一生命保険株式会社では社員の健康増進に積極的に取り組
み、様々な活動を実施している。そのうちの一つとして、2006
年から社員と家族へチャリティーウォーキングの参加推奨を行っ
ている。

WFP
ウォーク･ザ･ワールド

世界の子供たちの飢餓撲滅に向け、
参加費の一部は国連WFPの学校給
食プログラムに役立てられる。

ピンクリボンスマイル
ウォーク

乳がんの関心を高め、早期発見・治
療の大切さを伝える。

チャリティーウォーキングへの参加によって、健康増進の意識
向上だけでなく、各イベント趣旨への関心を持ち、自主的なボラ
ンティアマインドを醸成することも目的としている。現在では第
一生命グループ全体を挙げて、年間約1100名が参加するように
なり、社員と家族のコミュニケーションの場にもなっている。

また、2015年からは社員と家族へ、年に1回ウォーキング大
会の参加費用を健康保険組合が全額補助する制度が始まった。全
国300の大会から自由に選択でき、2年間で延べ2200名が制度
を活用している。事業所ごとに各地域のウォーキング大会へ参加
するなど、会社全体として、歩くこと・健康への意識が確実に高
まってきている。

社員・家族へ向けたチャリティー
ウォーキングの参加推奨

第一生命保険株式会社
実 践

日本最大のウォーキング大会「日本スリーデー
マーチ」にも川越支社を挙げて 400名で参加

社員・家族の「歩く
」を支援
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所 在 地 業　種 総従業員数

東京都
スポーツ推進大使
ゆり―と

STAFF'S  VOICE
第一生命は社員の健康増進を重要

な課題とし、「健康経営」を掲げて
います。健康に向けた様々な制度が
社員を後押しし、意識して身体を動
かす人が年々増加しています。同僚
同士で会社帰りに皇居ランをした
り、みんなでフルマラソンに挑戦す
るなど、スポーツを通じて社内コ
ミュニケーションが活性化していま
す。

いきいきと仕事に取り組むために
も、さらにスポーツを通じ健康に取
組む雰囲気を醸成していきます！

● 「Run with Youプロジェクト」・
社内ランナー情報の共有

第一生命は、国民の皆さまの健やかな生活のサポートを
していきたいという思いから、誰もが参加でき、楽しみな
がら日々の健康促進につながる国民的スポーツである「市
民マラソン」を支援する「Run with Youプロジェクト」
を2015年より実施している。2016年は東京マラソンを
含む全国16大会の協賛を行なうとともに、各地でランニ
ング教室やフォーム診断を行う。あわせて社内でも健康に
向けてランニングに取組む社
員を増やすために、社内のラ
ンナー情報（大会参加情報・
タイム等）を、イントラネッ
ト・社内報にて全社員で共有
する取組をしている。

約54,100名保険業千代田区

・ヘルスケアポイント制度
　社員の運動習慣化の取組として、歩数に応じてポイントを付与し、健康グッズ等と交換できる制度を
実施している。歩数を自動記録できるウォーキングアプリや、ウェアラブル端末を無料で提供するな
ど、気軽に参加できるよう工夫している。1年間で最大14,000円分のポイントが獲得できるため、運動
の習慣化、継続的な健康管理につながっている。

・スポーツや社会貢献等で活躍した社員への社長特別賞の授与
　社業に関わらず、スポーツ等で優れた実績を上げる・スポーツの支援を行う
など、会社として誇るべき成果を上げた団体・個人を社長表彰の対象とする制
度。全社規模の社内行事にて、直接社長が一人ひとりを顕彰することで、社内
のモチベーション向上を目指している。
【受賞事例】
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第一生命健康増進月間は、1 年を通じて最も健康を考え、全社一体となって   健康増進に取組む月です。各種取り組みに積極的に参加しましょう !

１年を通じて楽しく健康増進に取り組んでもらうため、2016 年 10 月から、これまで秋に実施　　していた「GENKI ☆はつらつ☆キャンペーン（単月）」に代わり、「ヘルスケアポイント制度（通年）」を
スタートします。「10 分多く歩く」「体重を測る」「禁煙」など、毎日のちょっとした健康行動　　でポイントをためて、素敵な商品を GET しましょう！

№1

ヘルスケアポイント制度
（P8 〜 P11）

№2

健康増進事業所支援
（P12 〜 P13）

№1

ヘルスケアポイント制度って何？

ポイントはどのくらいたまるの？

ヘルスケアポイント制度とは…

年間最大で 14,000 ポイント（1 ポイント＝１円）たまります！

例えば、毎日仕事で 8,000 歩歩いている私はそれを記録するだけで年間約
5,000P もたまっちゃう！

ヘルスケアポイント制度への

参加登録をするだけで 2,000P

が付与されます。

10,000 歩以上／ 1 日：20P

     ～ 8,000 歩／ 1 日：10P

     ～ 7,000 歩／ 1 日：5P

いずれかの入力で／１日：5P

（両方入力した場合も 5P）

①スマホやパソコンで歩数や体重、「毎日
運動」「禁煙」など行動記録をすると

③たまったポイントはＱＵＯカードや
健康グッズなどに交換

②記 録 に 応 じ て
　ポイントがたまる

歩数の
記録

体重・行動の
記録

初回ボーナスポイント 歩数ポイント 体重・行動記録ポイント

10 月の健康増進月間はポイント 5 倍！

10 月
第一生命

健康増進月間

持株会社化記念事業

【松本支社　社員】
長野県卓球連盟主催のシ
ニア卓球65歳以上女子の
部で優勝

【姫路支社】
地域との強化連携を図
り、「世界遺産姫路城
マラソン」への協賛・
応援に支社を挙げて取
り組む
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平成 28年度東京都スポーツ推進モデル企業

東京急行電鉄株式会社では、従業員向けの取組として、「歩
く」の習慣化に力を入れている。

2016年10月の1ヶ月間、WalkBiz（ウォークビズ）スタイル
での勤務を推奨した。ウォークビズとは、歩きやすい靴（スニー
カーなど）で通勤・勤務するスタイルを指している。足元を身軽
にし、ひと駅歩くことや階段を上ることで、一番長い時間を過ご
す職場を運動環境に変えることを目的としている。

ワークスタイルの変化を促すとともに、同月末には東急労働組
合とグループ会社との共同開催にて、ウォーキング大会を開催
し、従業員約700名が参加した。さらに、同年11月～2017年1
月末まで健保組合が推奨する歩数計アプリを利用し、職場単位で
歩数を競い合う「職場対抗ウォーキング選手権」を実施してい
る。これは、昨年度より取り組んでいる「職場一丸となって健康
を志向する文化」を醸成する試みであり、結果を集計し、成績優
秀な部署には最高健康責任者（Chief Health Officer ※以下、
CHO）より表彰を予定している。

参加率の高い伝統的なイベントと新たな取り組みを連動させる
ことで、歩く習慣づくりを推進する。

ワークスタイルを変化させ、「歩く」
の習慣化を推進

労使一体となった
健康増進イベント

東京急行電鉄株式会社
実 践

2016年9月30日
人材戦略室　労務厚生部

　１０月１日～１０月３１日の１ヶ月間を「秋のWalkBiz月間」と位置付け、健康経営の一環として、歩きやすい格好での通勤・勤務を推奨いたします。

● ウォークビズとは、歩きやすい靴（スニーカーなど）で通勤・勤務するスタイル。● 一番長い時間を過ごす職場を運動環境に変えるのがウォークビズスタイルです。● 足元が身軽になれば、ひと駅歩くことも階段を上ることもずっと楽になります。● この秋、スマートで気持ちの良い会社生活と運動習慣を足元からはじめましょう。

◆適度な運動を「はじめる・続ける」にはウォーキングが効果的◆　適度な運動を「はじめる・続ける」には、ウォ―キングがとても効果的です。　‘毎日歩いて健康づくり’を実践し、運動不足や肥満、ストレスを解消しましょう。◆ウォーキングの目標は「１日8,000～10,000歩」です◆　通勤の時にひと駅前で降りて歩くなど、工夫をして運動習慣をつけましょう。

　 ーーーーーーーーーーーーーーーーーーー　参　考　ーーーーーーーーーーーーーーーーーーー

ウォーキングの記録を自動でおこなえるKENPOSご利用者に向けての歩数計アプリです。【ウォーキングアプリ主な特徴】
●持ち歩くだけで歩数を記録 アプリを設定し持ち歩くだけで、毎日の歩数を記録します●歩数はKENPOSへ連携可能 アプリに記録された歩数は、KENPOSサイトへ自動送信●ダイエットのお手伝いも 目標設定を行うと、ダイエットシュミレーションを提供●日々の振り返りが分かりやすい 設定した歩数目標に対し、達成率や消費カロリーが分かる

※ KENPOSの詳細は、MB掲載「健康づくりの運動にトライ！～KENPOSを活用しよう～」をご覧ください。
※ ウォーキング大会の詳細はＭＢ掲出「ウォーキング大会開催のお知らせ」をご覧ください。

【お問い合わせ】 人材戦略室　労務厚生部　労政課 内線：6138

歩く習慣を付けるためKENPOSウォーキングアプリの利用を推奨いたします。また、歩く習慣をつけ、10月29日のウォーキング大会に参加しましょう！

ウォーキングアプリとは

ウォークビズとは

ウォーキング大会（10月開催）
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所 在 地 業　種 総従業員数

東京都
スポーツ推進大使
ゆり―と

STAFF'S  VOICE
当社創業者である五島慶太は、
『人の成功と失敗のわかれ目は第一
に健康である。次には、熱と誠であ
る。体力があって、熱と誠があるな
らば、必ず成功する。』と残してお
ります。健康が不可欠という考え
は、当社の価値観として創業当初よ
り脈々と受け継がれてきました。
現在は、CHOを筆頭に、企業立
病院である東急病院と人材戦略室が
連携を図りながら、健康増進の取組
み、従業員一人ひとりの「意識変
容」と継続的な取組となるように一
人ではなく「職場一丸となって健康
を志向する文化」を醸成することを
意識して推進しています。

❶部活への支援
野球やサッカーなど11の運動部を会社公認
の部活とし、コート使用料や懇親会費用の補
助金を支給。

❷オフィスでの体操活動
毎日、午前午後の2回全社に体操の音楽が
流れ、業務のリフ
レッシュとして数分
程度の体操を実施。

約5,400名運輸業渋谷区

年間を通じた健康促進イベントの開催
　ウォーキング大会のみならず、運動会・駅伝大会も労働組合との共催にて年に

1度開催をしており、ど

ちらも例年1000名以上の参加規模となる、伝統的な大イベントとなっている。
また、ウォーキング大

会・運動会は、従業員のみならず、そのご家族にも数多く参加していただき、健
康宣言（※）にて掲げ

る従業員とそのご家族の健康づくりの一環として、運動する楽しさやウォーキン
グの習慣化を促進して

いる。

※健康宣言
2016年2月1日にCHOを設置し、同日付にて健康宣言を制定。この宣言では、①

従業員およびその家族

の健康、②沿線に住まう方の健康増進、③健康促進を通じた社会貢献の3つを掲げ
、従業員の心身の健康

管理や、沿線のお客さまの健康づくりにも積極的に取り組んでいくことを明示
している。（詳しくは

ホームページをご参照ください）

運動会（5月開催） 駅伝大会（11月開催）
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平成 28年度東京都スポーツ推進モデル企業

ドコモ・ヘルスケア株式会社では、お客様の健康を支えるサー
ビスを提供している。お客様はもちろんだが、まずは従業員が健
康であることが重要と考え、ドコモ・ヘルスケア1社ではなく、
ドコモグループ全体、そして全国のドコモショップスタッフも巻
き込んで、健康増進イベントを2014年から開始した。

自社のウェアラブル端末「ムーヴバンド」を使った歩数対抗戦
「みんなで歩こうキャンペーン」では、個人戦だけではなく、部
署単位の団体対抗戦を実施。チームの仲間意識やコミュニケー
ションも活性化し、仕事にもいい影響が表れている。

「みんなで歩こうキャンペーン」はウェアラブル端末で計測し
た歩数や、歩数計アプリで獲得したポイントで競うイベント。
2015年はドコモの「Runtastic for docomo」のランニングア
プリとコラボして、「みんなで歩こう＆走ろう！キャンペーン」
を実施した。

キャンペーン後に実施するアンケートをもとに、誰もが楽しめ
る工夫をし、毎年ルールを変更している。たとえば、2016年に
は、歩数がそれほど多くない人でも表彰されやすくなる仕組みを
作った。体にとって、過度なウォーキングは必ずしも健康にいい
わけではないことから、健康にいいと言われている8000歩を歩
いていれば、誰でも表彰の可能性があるように自社アプリを活用
した。さらにキャンペーン期間中は、特設サイトで毎日自分の順
位がわかり、ついつい歩いてしまいたくなるようモチベーション
向上につなげた。

ルールの工夫もあって、2016年には7000エントリーがあ
り、過去最大となった。参加者からも「社員の健康増進や、職場
でのコミュニケーションのきっかけにもつながる」と好評であ
る。

みんなで歩こう＆走ろう！
キャンペーン

ドコモ・ヘルスケア
株式会社

実 践

社長・支社長が掲載された
ポスターを全組織に配布

ドコモ・ヘルスケア社製
「ムーヴバンド 3」を活用

部署対抗の
イベントを毎年開催
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所 在 地 業　種 総従業員数

東京都
スポーツ推進大使
ゆり―と

STAFF'S  VOICE
普段から健康意識の高い社員が多

く、会社の取組を通して、体が健康
になるだけでなく、健康の知識がど
んどん身についています。

さ ら に 、 ウ ェ ア ラ ブ ル 端 末 の
「ムーヴバンド3」で毎日の歩数や
早歩き時間、睡眠の時間と質を測れ
るので、生活の見直しや改善につな
げられました。自分の歩数や睡眠時
間と質（深い・浅い）がグラフで分
かると、「もっと良くしたい！」と
モチベーションが上がります。

最近では、家族や友達からも健康
相談を受けることがあり、プライ
ベートでも役に立てるのが嬉しいで
す。

●社内歩数対抗戦
・ ウェアラブル端末「ムーヴバンド3」と歩数アプリを活

用し、チーム対抗戦を実施！

●コンディショニング講座
・ 朝活として姿勢や腰痛改善のストレッチを実施。

●全従業員にムーヴバンドを貸与
・ 歩数・睡眠の計測で健康を促進。

● 在宅勤務や勤務時間変更で
運動時間の確保

約50名情報通信業渋谷区

■ 椅子代わりにバランスボールを
利用

・ 社員からの提案で、イスの代わりにバラ

ンスボールを
利用。仕事を
しながら運動
もできる。

■昇降式デスク
・ 立ったり座ったりすることで、デスクワークによる体の負担を緩和し、仕事に集中できる。の負担を緩和し、仕事に集中できる。

オフィスでは、
さまざまなスタイルで

仕事をしています。

社員の声
腰痛もちなため、座った姿勢
が長く続くと痛みがでます。
昇降デスクは体にもよいし、
気分転換にもなるのでとても
気に入っています。

（40代男性社員）
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平成 28年度東京都スポーツ推進モデル企業

平成24年より日本交通労働組合と赤羽営業所が一
体となって実施している清掃ボランティアは今年1月
で230回を数えた。
毎週木曜日6時からウォークラン教室、その続きで
7時15分より約1時間、会社施設内やJR北赤羽駅まで
の公道をウォーキングしながら、吸い殻や空き缶な
どのゴミ拾いをする流れは創設以来変わらない。各
自が自由参加で健康増進と社会貢献活動に取り組ん
でいる。
北区や地元の自治会長の支援を得て活動をしてお
り、この活動を通して地域の人々との交流を深める
とともに、参加するメンバー間のコミュニケーショ
ンの構築にも繋がっている。
参加者の延べ人数は3,500人を突破した。この活動
が赤羽営業所の全てのスポーツ活動の入り口であり
原点である。ここでのコミニュケーションを通じて
駅伝、ゴルフ、フットサル等活動の幅を広げてい
く。

ウォーキングを兼ねた
清掃ボランティア

日本交通株式会社
赤羽営業所

実 践
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所 在 地 業　種 総従業員数

東京都
スポーツ推進大使
ゆり―と

STAFF'S  VOICE
「運動することのハードルを下げ
ることが大切」という所長の言葉の
下、各々取り組みやすい運動から参
加しています。
決して上手くやることも速く走る
ことも正確なフォームでする必要も
なく、“ただ楽しんでやること、継
続すること”が大切であることに気
付きさらに、気軽に「やってみよ
う」と思える環境があれば参加する
人は増えるのではないかと考え、職
場内に24時間利用可能なフィットネ
スルームの設置や、卓球ルームを設
け「視界に運動できる環境が飛び込
んでくる」営業所を実現していま
す。
これらの環境づくりは、健康維持
はもちろん社員同士のコミュニケー
ション活性化につながっています。

約510名運輸業北区

社員の手作り運動会
　駅伝大会は平成24年に開始し、初回は国立競技

場で実施し

た。その後は、戸田競技場を貸し切り、コースを設
定し、赤羽

営業所の運動会的な位置づけで実施している。平成
28年12月

で7回を迎え、30チームが参加している。

　参加チームは所内の「野球部」「サッカー部」
「空手部」

「釣り部」「ゴルフ部」など運動部や、「三月会」
「若葉会」

「一心会」「A友会」など所内サークルが代表を選
出して優勝

を競い合っている。
　優勝を目指すチームと楽しく走るチームの混走は

観戦してい

てとても面白いレースになっている。

ウォークラン教室
　数々の陸上部コーチ経験がある所長の指導の下、科学的手法
を取り入れたウォーキングを実施している。
　平成24年12月から開始したウォークラン教室も5年目に入り
開催回数は200回を超えた。
　初回参加者は「歩き方」講座を必ず受けている。毎週木曜日
6時に集合し、1キロほど離れた公園まで「正しい姿勢」で歩く
ことをルールとして実施している。公園に到着後は、一周1.1
キロのコースをウォーキングまたはランニングする。
　その後、営業所に戻り、7時15分からの清掃ボランティアに
移行する。

●会社施設にズームイン！
仕事柄運動機会が少ない
ため、意識的に運動を取り
入れようと本社に乗務明け
の軽い運動が出来るように
「アスレチックジム」を開
設した。

●フットサル大会
平成21年から開始したこ
の大会は今年で9回目を迎え
る。昨年度は見事優勝した赤
羽支部のチームが連覇を目指
し奮闘した。惜しくも連覇は
出来なかったが、チームの絆
はさらに強まった。
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平成 28年度東京都スポーツ推進モデル企業支 援

小さなことからコツコツとカタチ
にし、企業文化として育てる

（1）社員による大会応援
当社では、『観て、感じて、考える』をスローガンとして、社

員による大会応援を積極的に実施している。
多くの社員が障害者スポーツを観ることにより、感じるモノを
得、その輪が広がってきている。とりわけ、当社所属のアスリー
トが出場する大会では、大きな盛り上がりをみせている。

観戦者へのアンケートも3年前から継続して実施しており、
「次回は家族も連れて来たい」、「生き方を考えさせられた」、
「もっと選手の支えになることをしたい」、「触れ合える場をつ
くってほしい」など、社員の意識変化が見て取れるようになっ
た。

（2）所属アスリートのチームビルディング
全国に配属している9名のアスリートが年4回ほど集合し、以

下の2点を狙いとしてアスリート懇談会を実施している。
①アスリートのチームビルディング研修
②地域や会社に何ができるかを考える

アスリートは応援してもらうだけでなく、自らができることを常
に考え、実践することが重要となる。そのことにより、社員や地
域の方々との双方向コミュニケーションが成立すると考えてい
る。アスリート間で刺激し合いながら、意識の高いアスリートへ
の成長を期待している。

（2017年度はさらに9名が内定）

支 援
あいおいニッセイ同和
損害保険株式会社

自治体と連携
したイベント

実施

【東京都】　
所属アスリートによる小学校での体験授業の実施

【渋谷区】　
障害者イベント「超福祉展」でのシンポジウム参加
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所 在 地 業　種 総従業員数

東京都
スポーツ推進大使
ゆり―と

STAFF'S  VOICE
当社は、競技の現場を観ることが

大事であると考え、大会応援を取組
みの柱の1つとしています。

当社が雇用するアスリート2名が
リオ2016パラリンピックに出場し
たことにより、社内的なムーブメン
トが沸き起こり、社員の応援にも一
体感が出始めました。

併せて、他のアスリートも刺激を
受け、意識が変わり始めました。パ
ラリンピックを契機に強化の環境づ
くりの必要性も感じました。

これまで一つひとつカタチにして
きた活動の品質を高め、継続して取
組んでいきたいと思います。

❶ 小学校での体験授業
自治体と連携して、雇用するアス

リートが小学校で体験授業を実施。子
どもたちの教育や地域に貢献できるよ
う活動を実施している。

❷ 新入社員研修
「障害者スポーツ支援講座」

障害者スポーツを通じて共生社会の理解、人間力醸成を
図ることを狙いとしている。

3回で1クールとしている。
< 4 月 >座学………「知る」
<夏期>現場………「観る」
<11月>座学討議…「考える」

約17,470名損害保険業渋谷区

（2） 当社金杉社長がリオ・パラリンピックへ
文科省水落副大臣、スポーツ庁鈴木長官と。選手村にて。

（3） 雇用障害者アスリートの
リオ・パラリンピック出場壮行会の実施

（4） 大学体育会への監督人材派遣

早稲田大学鎌田薫総長とスキー部監督

（5）障害者スポーツの情報発信
特設サイト「AD Challenge Support」に加え、
新たにfacebookでの発信を実施

（2） 当社金杉社長がリオ・パラリン（2） 当社金杉社長がリオ・パラリン（2） 当社金杉社長がリオ・パラリン（2） 当社金杉社長がリオ・パラリン

（4） 大学体育会への監督人材派遣（4） 大学体育会への監督人材派遣（3） 雇用障害者アスリートの（3） 雇用障害者アスリートの

（5）障害者スポーツの情報発信（5）障害者スポーツの情報発信

（1） 障害者スポーツ大会応援時の
グッズ作成

スティックバルーン　　社内掲示ポスター

★社内ポスターは
　意識喚起ツールとして
　全拠点に配布

（1） 障害者スポーツ大会応援時の
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平成 28年度東京都スポーツ推進モデル企業

サントリーチャレンジド・スポーツプロジェクト
～ PASSION FOR CHALLENGE ～

サントリーグループには、創業以来、｢やってみなはれ｣にもと
づく挑戦の精神が脈々と受け継いでいる。だからこそ、｢障害者
アスリートたちの果敢な挑戦、そしてその無限大の可能性にエー
ルを送りたい｣との想いから、障害者アスリート（チャレンジ
ド・アスリート）に寄り添った活動を展開している。

2014年に東日本大震災復興支援の一環として、東北でチャレ
ンジド・スポーツ（障害者スポーツ）支援を開始した。2015年
からは、復興支援に留まらず日本のチャレンジド・スポーツを応
援している。日本障がい者スポーツ協会および日本車椅子バス
ケットボール連盟のオフィシャルパートナーとして、各大会運営
や車椅子バスケットボール日本代表候補選手のサポートを行って
いるほか、体験教室やアスリートへの奨励金給付などを継続的に
実施している。そして、一人でも多くの方に競技・選手の魅力を
伝えるべく、HPやSNSでの情報発信や、アスリートの競技にか
ける想いを紹介する連載企画「OUR PASSION」の開始、車椅
子バスケのルールを分かりやすく説明する映像を制作するなど幅
広く普及活動を行っている。

サントリーグループは、｢PASSION FOR CHALLENGE｣を掲
げ、これからもアスリートともに
挑んでいきます。

支 援
サントリーホールディングス

株式会社

サントリー主催の車椅子バスケ体験教室

社内イベントにおける車椅子バスケ体験教室
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所 在 地 業　種 総従業員数

東京都
スポーツ推進大使
ゆり―と

STAFF'S  VOICE
サントリーグループ一体となっ

て、チャレンジド・スポーツの普及
に取り組むため、毎年グループ社員
3,000名が集まる社内イベントにて
車椅子バスケ体験教室を開催し、サ
ントリーラグビー部｢サンゴリアス｣
やバレーボール部｢サンバーズ｣も参
加して盛り上げています。また、車
椅子バスケをはじめチャレンジド・
スポーツの大会に社員観戦や社員ボ
ランティアを募り、社内のファン創
出に努めています。社員観戦に参加
した社員からは、｢想像以上のス
ピード感と選手の素晴らしい技術を
肌で感じ、日ごろの鍛錬を想像して
率直にすごいと思った｣｢一生懸命戦
う姿に障害の有無は関係ないと感
じ、感動して涙が出た｣などの感想
がありました。

● 谷真海（佐藤真海）選手の
活動サポート

サントリーホールディングス㈱正社員でパラリンピアン
の谷真海選手の競技活動をサポートしている。また、
2011年6,608人、2012年4,814人、2013年8,328人
と、これまでに2万人を超える子どもたちや学生と直接触
れ合い、自分の体験をベースとした出張授業やワーク
ショップを実施した。また、サントリーグループの東日本
大震災復興支援活動 「サントリー東
北サンさんプロジェクト」では、自転
車レース「ツール・ド・東北」に出場
して沿岸の様子を紹介したり、奨学金
を届けた水産高校で講演を行うなど、
東北復興支援の“サポーター”として
も活動している。

約42,100名製造業港区

サントリーチャレンジド・アスリート奨励金
　チャレンジド・スポーツの振興や世界レベルの選手の育
成・強化を目指し、チャレンジド・アスリート個人および
団体へ助成している。2017年までに述べ149名・61団体
へ約1億円を助成しており、競技用具の購入費や遠征費な
どに活用している。
　リオパラリンピックに
は、奨励金対象選手から8
名が日本代表として出場し
た。

チャレンジド・スポーツ育成サポート
　チャレンジド・スポーツの普及・育成のため、アスリー
トが練習拠点としている公共施設3ヵ所の改修や、行政へ
の競技用具寄贈（競技用車椅子35台、STT用卓球台5台ほ
か）を行った。また、競技人口の裾野拡大のため、車椅子
スポーツ未経験者を対象とした車椅子操作スキルアップ研
修会を開催し
ている。

車椅子バスケ体験教室 ｢アスリート・ビジット ｣
　チャレンジド・スポーツの普及を目指し、東北3県（岩
手・宮城・福島）の学校や公共施設で車椅子バスケ体験教
室を年間10回以上開催している。車椅子バスケチーム
「宮城MAX」などに所属するアスリートが学校や公共施
設を訪れ、車椅子バスケ体験指導やトークショーなどを
行っている。
　2016年までに3,000名以上が
参加し、｢困難に屈せず挑戦する
姿勢を学んだ｣｢とても楽しかった
ので、会場に観戦に行きたい｣な
どの感想をいただいた。

東北の車椅子バスケチーム（4チーム）のサポート
　体験教室にも講師としてご協力いただいている、東北の
車椅子バスケチーム｢宮城MAX｣｢TEAM EARTH｣
｢SCRATCH｣｢ラッセル岩手｣の活動をサポートしている。

東日本大震災復興支援 ｢サントリー東北サンさんプロジェクト ｣
チャレンジド・スポーツ支援

東北の車椅子バスケチーム（4チーム）のサポート
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平成 28年度東京都スポーツ推進モデル企業

私たち株式会社セレスポは、「イベントを通じて笑顔のある明
るい社会づくりに貢献」を掲げており、スポーツイベントに携わ
る企業として、アスリートに対する支援及び競技団体への協賛を
通じスポーツ振興に取り組んでいる。
こうした取組の一環として、トライアスロン競技の小学生・中
学生を対象とした全国大会「オールキッズトライアスロン大会」
へ2011年より協賛している。キッズトライアスリートを対象と
した大規模の大会は数少なく、全国のキッズトライアスリートが
目標とする大会に位置付けられている。国内トップレベルと同様
の仕様でこの大会会場をセッティングすることで、1人でも多く
の子供達がトライアスロンに憧れ、将来への夢を持つきっかけと
なるサポートを目的にしている。現在世界でも活躍しているトッ
プ選手も過去にこの大会に出場した経験のある選手が多い。この
大会には小学1年生から中学3年生までの600人以上が全国から
参加し、白熱したレースを繰り広げた。

オールキッズトライアスロン大会
を多方面から支援

株式会社セレスポ
支 援

未来のトップアスリート達の
夢をサポート

勢いよくスイムスタート

トップレベルの大会と同様のフィニッシュエリア
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所 在 地 業　種 総従業員数

東京都
スポーツ推進大使
ゆり―と

STAFF'S  VOICE
陸上クリニックを通じて指導する
ことの難しさを実感すると同時に、
子どもたちの素直な反応に刺激を受
け、学ぶことも多くあります。一度
きりの陸上クリニックで足が速くな
るわけではありませんが、新しい刺
激を受け、身体を動かすことで何か
感じられることもあると思います。
スポーツとの関わり方は一人ひとり
違います。活動を通じて自分のスタ
イルを見つけるきっかけ作りができ
れば幸せです。限られた時間の中で
やっていることは小さい取り組みか
もしれませんが、小さい種をたくさ
んの場所にまき続けたいと思いま
す。これからも「笑顔のある明るい
社会づくり」を目指し活動をしてい
きたいと思います。
中村真悠子（陸上部、3000m障害）

●日本パラ陸上競技連盟の支援継続
障害の有無にかかわらず陸上競技全体の更なる発展に向
けて支援している。スポーツイベントに合同でブースを出
展した。競技用車いすの展示や体験、アスリートの紹介な
ど、競技の認知度・理解度向上に努めている。

約390名サービス業豊島区

【陸上部の保有】
　陸上競技において、大きな可能性を持つ選手の育成と夢の実現を応援するため、2013年に陸上部を

設立し、女子中距離の選手を中心に、競技を継続できる環境を提供している。大会前には出場情報を発

信し現地応援を呼びかけ、同期社員、同部署、会場近隣拠点の社員を中心に応援している。大会後には

結果を社内に発信するなど、社内一丸となった応援によるスポーツ気運の醸成を図っている。引退後も

正社員として雇用を継続していくため、配属部署の業務を通じて、社会人としての基礎的な能力が習得

できる環境づくりにも取り組んでいる。

【陸上クリニックの実施】
　陸上部に所属する選手が中心となり「セレスポ陸上クリニック」を実施している。子どもたちのス

ポーツに取り組むきっかけを提供し、走ることや体を動かすことの楽しさを選手自らが直接伝えてい

る。2016年2月には岩手県滝沢市、12月には静岡県磐田市で開催し、約300名の中学生とスポーツを

通じたコミュニケーションを行った。当日の様子は地元の新聞でも取り上げられ、地域のスポーツ振興

にも貢献している。

【岩手県総合型地域スポーツクラブに寄付金贈呈】
　東北沿岸地区の被災地におけるスポーツ振興に役立ててもらおうと、岩手県国体・障がい者スポーツ

大会局、岩手県体育協会を通じて、岩手県内の総合型地域スポーツクラブ3団体に寄付金を贈呈した。

これは2014年より行なっている取組で、セレスポ社員による寄付金に会社からの寄付金を加えたもの

が贈呈されている。寄付金はクラブの運営費にあてられ、スポーツを通した地域の交流に役立てられ

る。
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平成 28年度東京都スポーツ推進モデル企業

TANAKAホールディングス株式会社は、公益財団法人日本障
がい者スポーツ協会のオフィシャルパートナー契約をはじめとす
る、障害者スポーツへの支援・応援を実施している。
平成28年度は、従業員による障害者スポーツの体験や、その
情報に触れる機会を増やす施策を展開し、その取組の一つとし
て、企業運動会での障害者スポーツ体験プログラムを行った。
企業運動会当日は、会場へ日本ブラインドサッカー協会の方を
招き、運動会参加者全員による体験プログラムを実施している。
体験後には、「相手のことを思いやりながら、伝える、耳を傾け
ることで、個々の力が一つになったときの大きさを感じた」とい
う声が上がったように、目隠しの状態を体験することで、コミュ
ニケーションやチームビルディングの大切さ、難しさを学ぶ一日
となった。
また、運動会に参加していない拠点の従業員にもそのプログラ
ムの内容とメッセージを伝えるため、許諾を得た上で、その一部
を撮影しDVDに編集し、国内外のグループの拠点へ配布。そこ
で得た学び・気付きを共有している。

コミュニケーションやチームビル
ディングの大切さ、難しさを学ぶ

障害者ス
ポーツ体

験プログ
ラムの実

施

TANAKA
ホールディングス株式会社

支 援

鈴の入ったブラインドサッカーの
ボールを使ったゲーム

大玉送りや大縄とびなどの種目も実施
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所 在 地 業　種 総従業員数

東京都
スポーツ推進大使
ゆり―と

STAFF'S  VOICE
企業運動会は社員から実行委員を
募り、実行委員会形式で企画・実施
しています。実行委員は社歴のまだ
浅い従業員にのみ参加資格を有する
ため、活動を通じて他部署の人を知
る良いきっかけとしても機能してい
ます。
また、障害者スポーツの「見
る」・「知る」活動における工夫点
としては、日本各地の大会会場へ実
際に行くことが難しい拠点の従業員
にも情報を展開できるよう、逆にそ
の拠点に情報ツールを持ち込む・配
布する、動画で見せるなどの手法を
とっています。

● ジャパンパラ競技大会
応援観戦・ボランティア活動
公益財団法人日本障がい者スポーツ協会が主催するジャ
パンパラ競技大会では、夏季・冬季の大会を通じ、応援観
戦と、会場設営ボランティア活動などへの参加を行ってい
る。

約180名製造業千代田区

障害者スポーツを「見る」・「知る」・「支える」ことで、可能性への挑戦を学ぶ
　企業運動会やスポーツサークル活動の奨励といった、実際に従業員がスポーツを「する」活動だけで
なく、障害者スポーツを「見る」・「知る」・「支える」活動も展開している。
　障害者スポーツ競技とアスリート、それに携わる方々との直接の交流や、その情報を会場を訪れるこ
とが難しい拠点の従業員むけに紹介するツールの作成・設置・配布などを通じ、人間一人ひとりが持つ
可能性の素晴らしさや挑戦の重要性について、改めて学ぶ機会としている。

「全国障害者スポーツ大会」
ボランティア参加
於：岩手県

本社および事業所における
障害者スポーツ写真展の実施

障害者スポーツ紹介小冊子の作成
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平成 28年度東京都スポーツ推進モデル企業

今まで小学生対象のバスケットやマラソン等様々な地域スポー
ツへの取組みを展開してきたが、28年度より新たに子供達を対
象としたスポーツの取組を2つスタートした。
1つは復興支援多摩少年野球大会“トヨタ西東京カローラ杯”
の開催。この大会は2011年に起きた東日本大震災、2016年に
起きた熊本地震の復興を願い行った大会で、福島県のチームも参
加し、学童の部10チーム、少年の部16チーム、約500名が参加
し白熱した試合を繰り広げた。
もう一つが小学生のチームを対象に“西東京カローラフットサ
ル大会”の開催。これはJ2リーグのFC町田ゼルビアとのコラボ
にて行い、小学3年生以下5チーム、6年生以下6チーム、合計11
チーム91名が参加し、リーグ戦を戦い優勝したチームとゼルビ
ア選手とのゲームはプレーしている子供達はもちろん、周りで見
ている子供達もプロ選手のボール捌きに夢中で観戦していた。
今後もこれらの大会は継続していき、地域の多くの子供たちの
健全な成長に寄与していきたい。

復興支援多摩少年野球大会・
小学生向けフットサル大会の開催

トヨタ西東京カローラ
株式会社

支 援

サンタマラソンのゴールシーン

毎年好評の
バスケットクリニック＆ミニゲームカップ
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所 在 地 業　種 総従業員数

東京都
スポーツ推進大使
ゆり―と

STAFF'S  VOICE
開催にあたり準備など大変なこと
も有りますが、参加者の顔、特に子
供たちの目を輝かせた笑顔を見ると
やって良かった、来年も是非やりた
いという気持ちになります。
各取組みの特徴としては、地域団
体・行政と連携し、協力しながら
行っています。

プロバスケットチームアルバルク東京とのコ
ラボによる地域小学生を対象としたバスケット
ボールクリニック＆ミニゲームカップを毎年開
催しており、子供たちはもとより親御さんにも
大変好評頂いている。

プロ選手によるバスケットクリニックとミニ
ゲーム大会を開催し、優勝チームはプロの選手
と対戦できる等、プロの選手を間近に感じ、一
緒にプレーすることで、地域の子供たちがトッ
プレベルのスポーツ体験ができ、子供たちもこ
の貴重な体験に目を輝かせ楽しそうに参加して
いる。

約750名自動車販売・サービス業多摩市

　トヨタ西東京カローラは、スポーツ・子供・地域という言葉をキーとして、地域のスポーツ大会を中
心に積極的に取組を展開している。
　ここでは3つの取組を取り上げると、まず1つ目は、聖蹟サンタマラソンへの支援。約1,000人の参加
者全員がサンタクロースの格好をして走り、大人から子供まで参加できる大変面白いマラソン大会で、
参加している子供達も周りのサンタさんたちに興味津々の様子で楽しんでいる。
　2つ目は、多摩ロードレースへの支援。市民のみならず各地から2,000人以上のランナーが集まる伝統
的なロードレース大会で、多摩丘陵のアップダウンに富んだコースをランナーが早春のさわやかな風を
感じながら疾走する人気の大会である。
　最後に、聖蹟桜ヶ丘リレーマラソンへの支援。親子駅伝やひよこの部等も有り、生涯スポーツ「ラン
ニング」を赤ちゃんから大人まで楽しめるマラソン大会で、多摩のロケーションを体験でき、地域愛が
生まれるイベントである。
　上記の大会にメインスポンサーとし協賛、運営にも参画しており、また社長を筆頭に当社社員も積極
的に参加し大会を楽しんでいる。
　今後も地域社会の健康に微力ながら寄与できれば、特に元気な子供たちが増え、国際大会を目指す子
供たちが育つお手伝いが少しでも出来ればと考え取組を継続していく。
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株式会社アシックス

障害者スポーツの試合観戦
及び体験会の実施

社員の障害者スポーツに対する知識・理解を深め
るため、障害者スポーツの試合観戦及び体験（車い
すラグビー、車いすテニス、シッティングバレー、
ブラインドサッカー等）を行っている。また、社内
でも障害者スポーツのパブリックビューイングや用
具の展示を行い、多くの社員が障害者スポーツに接
する機会を得られるよう図っている。

朝日信用金庫

職員スポーツ活動に対する支援

毎日、朝礼時に、ストレッチ体操「信ちゃんストレッ
チ」を実施している。また、クラブ活動の試合に際
して、交通費・親睦会費用の補助、職員の応援団を
組織するなど、職員のスポーツクラブ活動を積極的
に支援・推奨している。

アクセンチュア株式会社

障害者アスリートの雇用及び
大会出場等活動支援

障害者アスリートを雇用し、国際大会出場におけ
る支援することで競技に打ち込める環境を整えてい
る。また、リオパラリンピック出場を受けて、社内
で壮行会や報告会を行うことでパラリンピックへの
関心を高めたほか、社員の理解促進や交流を図った。

 株式会社 IDC フロンティア 

 スポーツ大会への社員参加及び
参加社員の応援ツアーの実施 

 東日本大震災復興支援を目的としたツール・ド・
東北に 2016 年は社員 27 名がライダーとして参加
した。同時に社員による応援ツアーも実施し大会を
盛り上げた。会社としてもスポンサー協力をしてい
る。2015 年、2016 年、2 年連続継続参加をして
いる。 

平成28年度東京都スポーツ推進企業一覧（50音順）
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アポロメディカルホールディングス株式会社

オフィスへの運動器具導入

オフィスにトレーニングマシンやバランスボール
を導入している。トレーニングマシンについては、
休憩時間中や業務終了後に気軽に利用できるよう、
複数種類の運動ができるマルチタイプのものを設置
しており、バランスボールについては、普段の事務
作業中の椅子がわりとして使用している。

株式会社アセットリード

ブラインドサッカー協会への協賛・
各種体験会イベントへの協賛

小・中学校へのブラインドサッカー体験授業「ス
ポ育」への協賛をしているほか、新卒採用の選考手
法の一つとして、ブラインドサッカーのワークショッ
プを導入するなど、スポーツを通じて障害者と健常
者が共生する社会を実現するため、様々な取組を行っ
ている。

株式会社アスリートプランニング

スポーツ大会の観戦

六大学野球、アメフト、ラグビー、競漕、サッカー、
相撲等の各種大学スポーツの大会観戦を積極的に実
施している。今年度は、六大学野球、アメフト、ラ
グビー、サッカー等 12 種目の応援ツアーを実施し
た。また、社内でも従来からあった陸上部に加え、
新たに野球部が立ち上がった。

株式会社アスティーク

スポーツ大会への社員派遣を
通じた大会運営支援

東京都少年サッカー連盟第 10 ブロック 2・3 年
生大会（アスティークカップ）を協賛しており、社
員による会場設営・撤去・選手誘導・試合撮影・写
真データの提供などの大会運営補助を行っている。
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株式会社ANSIN-LINK

アスリートの雇用及び
応援観戦ツアーの実施

フットサル・硬式テニス・ゴルフ・野球・陸上
・スノーボード等、社員がスポーツをする機会を
社内サークルとして、定期的に設けている。
　また、雇用している社員がプロ選手（ボクシング
・スノーボード）／アマ選手（クライミング・陸上
・カヌーポロ・水泳）として出場する大会の応援
ツアーを実施している。

アルケア株式会社

障害者アスリートの雇用及び
情報発信等活動支援

障害者アスリートを雇用しており、リオパラリン
ピックへの応援ツアーの実施、壮行会や結果報告会
の実施、特設ページや社内報、Facebook での情報
発信などを行ったほか、社員が自由にメールや SNS
を通じて応援の気持ちを伝えられるようにし、障害
者アスリートと社員との交流を促進する取組を行っ
ている。

株式会社アメディア

3 分間ストレッチの実施

デスクワークで凝り固まった、首・肩・腰を軽く
するため、午後 3時に声掛けをし、各社員が自席で
参加する『3分間ストレッチ』を実施している。知
識のある社員が先頭に立って、各社員が自分のタイ
ミングでも出来るよう、習得するまで繰り返し指導
している。

株式会社アミックグループ

スポーツ大会・イベントへの
ボランティア派遣や参加

スポーツ大会やイベントへ、運営ボランティアを
派遣するなど支援を行うことで、大会やイベントの
活動サポートを実施している。また参加した大会や
イベントの情報を、ホームページや SNSなどを活用
し情報発信をすることで、大会やイベントの盛り上
げに貢献している。
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ウェルネス・ブランド・コーポレーション

地域イベントへの協力を通じた
健康増進・運動推進・支援活動

地域の皆様の健康増進を目的に、腰痛予防、立ち方・
歩き方・運動法・ダイエットなどの姿勢ケアの教室
を毎月実施している。また、学校・企業・地域コミュ
ニティ向けに姿勢と健康についての専門講座や企画
を実施している。姿勢や運動の大切さを伝え、自ら
が健康であり続ける体づくりができるように、地域
の人々を支援している。

株式会社ウェルネスファームひょうたん島

スポーツ大会への社員派遣を
通じた大会運営支援

八丈島内各スポーツ大会（バレーボール、柔道、ロー
ドレース等）に救護係として参加しているほか、島
内運動会に企業チームとして参加している。また、
有資格者（柔道整復師）の社員が島内中学、高校で
の部活動において外部コーチとして活動している。

株式会社イトーキ

オフィス環境の整備による
健康活動の促進

自由な姿勢で活発にミーティングができるよう吊
り輪などを設置したフレームシステムや上下昇降デ
スクなどを導入しているほか、社内での歩行や立ち
作業促進のため、働き方、作業パフォーマンス、消
費カロリーなどを分析できるアプリケーションを無
償リリースしている。

伊藤忠テクノソリューションズ株式会社

スポーツ大会・イベントへの
ボランティア派遣等の環境整備

社員がスポーツイベントへ積極的に参加すること
で健康増進を図るとともに、一体感の醸成に努めて
いる。その一環として、「NIPPON IT チャリティ駅
伝」への協賛を実施している。ボランティア休暇制
度の活用を呼びかけ、東京マラソンなどのスポーツ
イベントへの積極的な参加を促している。
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SMK株式会社

障害者アスリートの
雇用及び情報発信

自社障害者アスリートの活動情報やウィルチェ
アーラグビー関連の情報を SNSを通じて発信するな
ど、障害者スポーツの知名度の向上を促進している。
また自社障害者アスリートの試合等に有志社員で応
援参加するなど、障害者スポーツの普及を支援して
いる。

SCSK 株式会社

スポーツイベントの開催
（チャリティーランニング）

スペシャルオリンピックス日本と共催でチャリティ・
ランイベント「エールラン」を開催し、社員がスタッフ
及びランナーとして参加している。また、社員の
健康のための行動習慣と健康診断結果に応じた
ポイント数でインセンティブとして特別ボーナスを
支給する「健康わくわくマイレージ」を実施している。

SGホールディングス株式会社

社内スポーツ大会の実施や
スポーツ振興及び次世代育成

毎年 5月にグループ保有施設にて大運動会を実施
している。事業会社混合チームや、全国各支店別な
ど合計 25チーム、1,000 名を超える参加者が対抗
戦を通じて、社員・家族の繋がりを深めている。また、
実業団スポーツチームによる小中学生向けの講習会
実施や小学生対象のスポーツ体験イベントへの協賛
等、スポーツ振興及び次世代育成を支援している。

エイベックス・グループ・ホールディングス株式会社

障害者アスリートの雇用及び
大会出場等活動支援

障害者アスリートを雇用しており、リオパラリン
ピックの社内パブリックビューイングの実施や社内
イントラの情報発信、応援メッセージの募集、アス
リートの競技生活費のサポートを行っているほか、
障害者スポーツ啓発映像の作成や障害者スポーツ啓
発イベントの実施をするなどの取組をしている。
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株式会社オーエンス

アスリートの雇用及びサポート

アスリートを雇用しており、大会出場時には社内
会議や掲示板等で情報共有し、社内全体で応援でき
るようにしているほか、アスリートの後押しになる
ように、横断幕や応援パネルを作成するなど、様々
な面でアスリートの活動を応援している。

 株式会社オフィス 24 

 シッティングバレーボール教室
の開催 

 月に一度、シッティングバレーボールの体験教室
を開催しており、教室は、パラリンピックシッティ
ングバレーボール日本代表監督・選手等の協力のも
と、実施している。また、シッティングバレーボー
ルのオリジナルチームを作り、全国大会に出場した
り、他団体との交流会などを行っている。 

大塚製薬株式会社 東京支店

部活動への支援

中学校や高校に講師を派遣し、スポーツ部活動に
おけるコンディショニング維持とパフォーマンス向
上のため、適切な水分補給や食生活などを指導する
取組を実施し、スポーツ活動を支援している。

青梅信用金庫

スポーツ大会・イベントへの
ボランティア派遣

長年に亘り、青梅マラソンに大会実行委員として
運営協力しているほか、参加者用のグッズ提供や約
200 名の役職員が大会の参加選手受付ボランティア
を担当するなど、協賛企業として様々な面から大会
運営支援を行っている。
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株式会社協栄

階段利用の促進

平成 24年度より本社ビルにおいて、メタボリッ
ク改善の取組として階段利用を促進している。さら
に、アスリート社員が出場する大会等の観戦等を積
極的に実施している。

株式会社かんぽ生命保険

社員・社外向け
ラジオ体操・みんなの体操の取組支援

始業時や昼休みにラジオ体操を実施している。ま
た、社員のラジオ体操にかかる公認指導の資格取得
を支援するとともに、ラジオ体操のCD・DVDを作
成し配布するなど、普及推進に取り組んでいる。

関西ペイント株式会社

ボウリング大会の実施

社員の親睦を深めることを目的に、部署対抗のボ
ウリング大会を毎年実施している。ボウリングを通
し心身のリフレッシュを図っている。競技の得意不
得意に関わらず参加者全員が楽しめるよう当日賞（日
付賞）など複数の賞を作る工夫している。毎年本件
を積み重ねることで、スポーツが社内の一体感の醸
成に寄与している。

株式会社 CAC Holdings

スポーツ大会（ボッチャ）への
社員派遣を通じた大会運営支援

グループ内に設置したボッチャ支援事務局が中心となり、
ボッチャ日本選手権のほか、関東圏での大会やイベントに社員
を派遣し、受付や誘導などスポーツ大会の運営を支援している。
また、社内外での体験会開催や観戦環境改善を目的とした

IT ツールの開発、競技説明ムービーの制作、日本ボッチャ協
会WEB サイトのリニューアル支援など、競技普及に向けた
様々な取組を行っている。
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京王観光株式会社

社員スポーツ活動を支援

社内で承認したクラブ活動に対して、クラブ活動
補助金を支給するなど、社員のスポーツ活動を支援
している。スポーツを通じた部署間の人事交流は、
社内に連帯感を生み出すことに大きく貢献している。

株式会社久慈設計 東京支社

アスリート社員の広報誌発行による
社内外への活動内容・近況等の周知

女子アイスホッケーの小西選手を雇用しており、
選手の近況や活動を報告する広報誌「あかねだより」
の社内外への配布や、社員が練習の見学や試合への
応援をするなど、社員一丸となって小西選手をサポー
トしている。

協和発酵キリン株式会社

スポーツを通じた社会貢献活動

協和発酵キリン卓球交流大会には毎年各地から約
700名が参加する。また、卓球部は障害者支援施設
を訪問し、卓球の楽しさを共有している。さらに、
自社の施設を公開し、近隣の方々にウォーキングや
テニスなどのスポーツの場を提供して地域と交流し
ている。

株式会社協和

スロトレ（スロートレーニング）
の実施

もともと始業前に任意参加として行われていたス
ロトレを、社員の健康増進を目的に、2011 年 2月
より毎朝 15分間実施している。性別・年齢を問わ
ずに短時間、かつ場所も取らずにできるため、長期
的な取組として行っている。また、全社員で一体と
なって取り組むことで、業務の一体感を生み出して
いる。
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コミュニティベースドリハビリテーション協会

社員スポーツ活動に対する支援
（精神障害者フットサル）

精神障害等を持った方を対象としたフットサル
チーム「スぺリオ城北コンセンシオ」への監督コーチ、
マネージャーの派遣と、練習費、大会参加費の補助、
備品の提供を行うなど支援をしている。スポーツを
通じて、地域住民への障害の理解、交流を行っている。

株式会社コナミスポーツクラブ

アスリートの雇用及び
大会出場の活動支援など

水泳 3 名・体操 9 名の現役アスリートを社員とし
て雇用するとともに、現役を引退した元アスリート 8
名が自らの経験を生かして選手やお子さまの指導者と
して勤務している。

雇用したアスリートが国内大会に出場する際、社員
やその家族が試合会場で応援を行い、国際大会の場合
は、本社内でパブリックビューイングを実施している。 

国際ソフトウェア株式会社

社内部門対抗ウォーキングの実施

全社員及び会社 OB、OG を対象に参加を呼びか
け、ウォーキング大会を実施している。特に定期健
康診断で一定の数値が出た社員には参加を促してい
る。開催都度、志向を凝らした企画を考え、運動習
慣の定着化に繋げている。またグループで競い合う
事は必ず企画に盛り込み、社員間のコミュニケーショ
ン活性化にも役立てている。

高栄警備保障株式会社

社員スポーツ活動に対する支援

野球部、卓球部、空手道部、剣道部を保有している。
社内の空き会議室を活用した活動や、取引先などと
の練習試合も開催しており、スポーツを通じて社員
同士のコミュニケーションの機会をつくることを目
的として活動を実施している。
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株式会社サニーサイドアップ

社員のスポーツ活動・健康維持に
対する支援

野球・フットサル・マラソン（東京ランナーズ） ・ゴ
ルフ・バスケットボールなどの部活動への活動補助金を
支給するなど支援している。また、業務時間内でも無理
のない運動機会を創出できるよう、月初の全社朝礼にて
ストレッチを行ったり、月間平均 1 万歩を達成した社
員に報奨金を支給する制度を導入し、ウォーキングを習
慣化するなど社内で行えるガイダンスを実施している。

有限会社コンディショニングサポートウィズ

マラソン大会の開催

毎月第一日曜日に多摩湖において月例マラソン大会
を開催している。社員全員が、多くのランナーのサポー
トを行い、毎回の参加費を NPO 法人武蔵野倶楽部を通
じてエチオピアの孤児院へ寄付している。また、エチオ
ピアのマラソンクラブチームの支援も行い、選手の中に
は、大会の賞金でホテルやレストランを建てる選手もい
るなど、エチオピアの地域振興にも貢献している。

株式会社ゴールドウイン

社内スポーツ大会の実施

従業員の健康増進と職場の風通しを良くすること
を目的として、年一回、10 月下旬に東京地区、関西
地区、北陸地区の従業員が富山県に集合し、各クラ
ブ単位で交流を行う全国スポーツ親善大会を実施し
ている。大会では、普段運動をしない従業員に対す
るスポーツ体験教室やプロ選手によるジュニアサッ
カー教室の開催も併せて行った。

是吉興業株式会社

自転車通勤の推奨

自転車の快適さを伝えるために、自転車旅行など
の自転車イベント等を企画・実施している。また、
会社に自転車の駐車スペースを確保するとともに、
自転車通勤の場合も公共交通機関と同額の通勤手当
を支給するなど自転車通勤を推奨している。
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 株式会社シグマクシス 

 障害者アスリートの雇用及び
大会出場等の活動支援 

障害者アスリートを雇用している。大会及びトレーニ
ングに専念し、スキルアップを図りやすい環境・制度を
整備している。社外に向けては、メディアや SNS を通
じて雇用アスリートの情報を発信し、知名度の向上を支
援している。また、社内向けの講演や実技イベントを通
じて、障害者アスリート及び障害者スポーツに対する、
社員の関心や知見を向上させる取り組みも行っている。

ジェイレックスコーポレーション株式会社

スポーツ大会・イベントへの参加

地域で開催されるマラソン大会等のスポーツイベ
ントへ全社員から希望者を募り参加している。イベ
ントへ向けて合同練習等、計画的な練習を行うこと
で各社員が目標を持って定期的にスポーツ、運動を
行うように工夫を凝らしている。

株式会社サンアメニティ

スポーツ大会・イベントへの参加

社員の健康増進及びスポーツ振興の考えから、社員
の地域のスポーツイベント（マラソン、自転車、水泳、
トライアスロン等）への参加を推奨している。会社活
動の一つである指定管理者事業において、スポーツ施
設管理運営を多数行っている事から、自治体主催の大
会への参加やボランティアスタッフとしての参加な
ど、社員の自発的行動により積極的に取り組んでいる。

株式会社ザ・ファースト

アスリートの雇用及び
応援観戦ツアーの実施

毎年 4 月に開催される日本選手権水泳競技大会に
社員・取引先・家族・関係者向けの応援観戦ツアー
を実施している。特に昨年の日本選手権においては
総勢 150 名の大応援団でリオ五輪代表選手選考会に
臨み、見事にオリンピック出場を叶えることができ、
最後の最後まで諦めない姿勢を伝えてもらった。
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株式会社シモン

チーム対抗ウォーキング大会の実施

参加者でチームを作り、チーム対抗ウォーキング
大会を実施している。また、週 1 回朝にラジオ体操
の実施や社内の階段に消費カロリーや応援メッセー
ジを掲示するなど、階段利用を促進している。

清水建設株式会社

障害者スポーツ体験会への参加

障害者スポーツ支援を目的に非営利活動を展開す
る NPO 法人 STAND を協賛をしており、STAND
の活動に協力するとともに、支店との連携を図り「障
害者スポーツ体験会」を実施している。体験会では、
各種障害者スポーツ体験のほか、パラリンピックメ
ダリストによる講演も実施している。

 株式会社ジップス 

 障害者向けインラインスケート
教室の開催 

 障害者向けインラインスケート教室を月 1 回、知
的障害、発達障害、ダウン症の子供を中心に実施し
ており、社員に対しても、定例会議や Facebook な
どで教室の実施報告やボランティア参加の呼び掛け
を行っている。 

 株式会社じげん 

 社員スポーツ活動に対する支援 

 4 階建てオフィスのエレベーターを原則使用禁止
とし、階段の利用を促進していることに加え、スポー
ツイベントに挑戦し、健康を増進することに対して
も費用を援助する、健康増進のための活動応援制度
を実施している。具体的には、チームレースに社員
が参加する際の参加費及び練習費用を支援している。 
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信号器材株式会社

被災地支援（卓球教室の実施）

日本卓球リーグに加盟し、年 2回（前期・後期）
の大会に参加すると共に、地元の方々が無料で観戦
出来るリーグ戦を開催している。また、被災地支援
及び地域貢献活動として、卓球教室を開催している。

株式会社シンカーミクセル

社内スポーツ大会の実施
東京マラソン参加・応援推進

月 1～ 2回程度のスポーツイベントを開催を実施
している。フットサルやヨガ、散歩などの定期開催の
種目に加え、卓球、スケート、テニスやウォーキング
大会など、様々な種目のイベントを都度企画している。
また毎年 2月開催の東京マラソンにグループ会社も
巻き込んだ社内の一大イベントとして参加している。
社内宣伝など応援体制を組んで盛り上げている。

株式会社叙々苑

社内スポーツ大会の実施

軟式野球部やバレーボール部、駅伝部などの社員
の部活動を推進しており、各部のリーダーが中心と
なって、部員募集や活動計画の立案を行い、部の活
動内容に応じて運営費を会社から支給している。ま
た、新入社員研修で登山や運動会などを行っている。
また、社員のボウリング大会も開催している。

 城北信用金庫 

講演会・運動教室などを通じた
地域のスポーツ振興支援

競技種目や活動拠点の異なる選手たちが、ひとつ
のチームとして活動し、地元小学校で講演会や運動
教室を行うなど地域社会とのコミュニケーションを
深めている。所属選手が出場する競技会には、参加
選手以外の選手が各部署を回って応援参加者を募り、
当日も応援参加者に競技ルールの説明を行うなど、
金庫としても一体感が醸成されるよう図っている。
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株式会社住ゴム産業

社内部門対抗スポーツ大会の実施

社内の各支店も参加するボーリング大会やソフト
ボール大会などを実施している。

この取組を通じて、社員の健康増進、スポーツ推
進はもとより、コミュニケーションの円滑化を図っ
ている。

株式会社スマートスポーツエンターテイメント

スポーツ大会・イベントへの参加

スポーツイベント（フットサル・ランニング・ヨ
ガ等）への参加するとともに観戦会を開催している。
得意分野である広報・PR・イベント等の視点から、
スポーツと社会をつなげられるよう意識し、各関連
イベント等の当社 HP、SNS などでの告知、社内は
もちろん商店などへのポスター掲示、スポーツメディ
アへの声がけなどの周知を行っている。

株式会社スポーツビズ

社員スポーツ活動に対する支援

社内スポーツ活動促進制度（テニス・フットサル・
ゴルフ等）を実施している。発起人が全社員へメー
ルで開催日時や内容を告知して、都度参加者を募集
し、また毎週の全社朝礼で参加を呼び掛けるほか、
各部署の責任者は、部員ができる限り参加できるよ
うに業務の調整を心がけるなど、社員のスポーツ活
動を支援している。

 株式会社スタートライン 

 障害者アスリートの
雇用及び活動支援 

 女子車いすテニス選手を雇用し、大会時に社員に
応援を呼びかけ、みんなで応援に行くなど活動を支
援している。誕生日には、ケーキでお祝いをするなど、
競技以外での交流も増やしている。また、障害者ス
ポーツのポータルサイト「チャレアス」を通して、
大会の取材記事の発信を行っている。 
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株式会社ゼンリン

協賛しているウオーキング大会への
参加

社員の健康増進と社内コミュニケーション活性化
のため、協賛しているウオーキング大会へ多くの参
加を促している。例年、お揃いのTシャツを作成し、
大会で着用することにより、社内一体感の醸成につ
なげている。

セントラルスポーツ株式会社

小学校での「着衣水泳」教室の実施

コーチが店舗の近隣小学校に出向き、「着衣水泳教
室」を実施している。約 1時間程度、プールにて水
泳の授業として行う。衣服を着ていると水中ではど
れだけ動きにくいかを体験し、事故防止の為の対処
法を身につけられるよう指導を行っている。

株式会社セブン銀行

駅伝大会への参加

従業員及びパートナー企業を対象に参加費用の補
助をするなど外部の駅伝大会への参加を推進してい
る。また、駅伝ユニフォームとして、協賛している
読み聞かせ絵本「森の戦士ボノロン」が描かれた T
シャツを毎年制作し着用の上、大会に参加するなど、
一体的に取り組み、健康促進、コミュニケーション
の活性化につなげている。

住友不動産エスフォルタ株式会社

アスリート社員に対する活動支援

アスリート社員の競技成績や取組内容に応じて、
大会参加費や遠征費を補助するなど活動を支援して
いる。また、活動を社内報で発信するなど、社員の
スポーツを推進している。フィットネスクラブらし
い、スポーツにおける優秀な人材を活用することで
顧客満足度の向上と競技人口の裾野拡大を目標とし、
取り組んでいる。
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大同生命保険株式会社

各種障害者スポーツ大会の
応援観戦・運営ボランティア参加

特別協賛している「全国障害者スポーツ大会」を
はじめ、各種障害者スポーツ大会に延べ 1 万人を超
える職員や家族が、応援観戦や運営ボランティアと
して大会に参加している。交通費など経費補助や、
ボランティア休暇制度を整備するなど、職員のボラ
ンティア活動を支援する制度も設けている。

「ジャパンパラウィルチェアーラグ
ビー競技大会」を応援

「第 16回全国障害者スポーツ大会」
ではふれあいゲームコーナーを運営

 損保ジャパン日本興亜ひまわり生命保険株式会社 

 全社員にウェアラブル端末を配布し、
ウォーキングイベントを実施 

健康で活動的な生活を推進・支援する取組として、
全社員を対象にウェアラブル端末を配布し、社員の
歩行促進を図っている。

目標身体活動量の目安として 1 日 1 万歩を推奨し
ており、 社員の歩行数を合計して地球 5 周分を歩く

「目指せ地球 5 周！」や歩数の部署対抗戦「秋の大
運動会」等のウォーキングイベントを実施している。

 損害保険ジャパン日本興亜株式会社 

 社員スポーツ活動に対する支援 

社員の部活動へ補助金を支給するなど活動を支援してい
る。また、社内広報誌や社内掲示板で活動の周知を図るとと
もに、Facebook で情報を発信するなど普及を促進している。

その他、「スポーツ普及」推進を目的とした「SOMPO ボー
ルゲームフェスタ」の冠協賛や、「SOMPO パラリンアート・
サッカーアートコンテスト」など文化芸術面でのスポーツ支
援を実施している。

綜合警備保障株式会社

スポーツ活動の支援

当社はスポーツを通じて社員相互の団結心向上を
図り、社業の発展に努めている。現在は柔道やレスリ
ングをはじめウエイトリフティング、陸上、射撃など
10 の運動部が活動している。また、各支社・グルー
プにおいても柔道やフットサル、バスケットボール、
陸上競技等の指導を行い、子供たちの健全な育成支援
に積極的に取組み、地域社会の発展に寄与している。
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中外製薬株式会社

障害者スポーツの普及・啓発

障害者スポーツ啓発に力を入れており、障害者ス
ポーツ体験会を社内だけでなく地域でも実施してい
る。また、スポーツの体験だけでなく障害者スポー
ツ啓発パンフレット作成・配布や障害者スポーツ大
会の協賛を行うことで多くの人にスポーツの楽しさ
やダイバーシティを考える機会づくりを行っている。

株式会社立飛ホールディングス

大相撲立川立飛場所の開催

勧進元として「平成 28年夏巡業　大相撲立川立
飛場所」を立川市他多数の後援及び協賛を得て当社
敷地内で開催、準備から当日の運営までグループの
社員総出で行った。当日は 3,500 人以上の観客が来
場し、地域の子供たちが参加する、ちびっこ相撲も
開催した。

太陽生命保険株式会社

スポーツ大会への職員派遣を
通じた大会運営支援

協賛するスポーツ大会を盛り上げるため、職員か
ら運営サポーターを募り、競技団体と協力して大会
運営を行っている。
また、協賛スポーツ大会とともに、雇用アスリー
トが参加する大会には本社や近隣支社の職員から希
望者を募り応援ツアーを実施している。

大日本印刷株式会社

社員用スポーツ施設の
地域住民への開放

社員が利用できるスポーツ施設（プール・ジム・
スタジオ・体育館・リラクゼーションルーム）を「DIS
市谷スポーツクラブ」として地域住民にも開放し、
スイミング・スタジオレッスン・バレエ・空手・体操・
インドアテニスをはじめとした、様々な子供向け・
大人向けのスクールを開講している。
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テルモ株式会社

社内ウォーキングイベントの実施

歩いた歩数をアプリで管理し、参加者の平均歩数
を競う企業対抗のウォーキングキャンペーンを実施
している。各企業目標達成者には、企業で持ち寄っ
た景品を贈呈するなど参加を促進している。また、
活動量計を配布したほか、オフィスの中でも歩くこ
とを意識するよう歩幅の目安となるピッチサークル
を設置している。

デュプロ株式会社

社員スポーツ活動の
推奨による社員交流の活性化

野球、フットサル、駅伝など社員のスポーツ活動
を推奨することにより、部長から新人まで、部署の
垣根を越えて幅広く参加している。スポーツ活動を
通じて「より多くの社員とのコミュニケーション」
や「プライベートの充実」を活性化している。

株式会社デサント

スポーツ大会を開催し、
特別支援学校の生徒等を招待

豊島区及び目白地域の商店街、住民（町会）、学校、
企業などと連携し、「目白ロードレース」を開催して
おり、大会当日も社員が参加者受付やフード・ドリ
ンクサービスなどのサポートを務めているほか、知
的障害者施設や特別支援学校の生徒の招待も行って
いる。

帝人株式会社

社内ウォーキングイベントの実施

社員と家族の健康増進、職場・家庭内のコミュニ
ケーション活性等を目的に、帝人グループ健康ウォー
キングを毎年秋に実施している。ゲーム感覚で「世
界遺産巡り」「ぐるっと一周北海道」等のテーマに沿っ
て、ウォークラリーをしながらバーチャル体験を楽
しめる。1か月間の歩数の合計により、個人・チー
ムの優秀者などを表彰している。
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 株式会社東京都民銀行 

 都内在住の小学生を
サッカー観戦に招待 

 都内に在住する小学生グループや少年少女サッ
カーチームを、FC 東京の試合観戦に招待している。
また、FC 東京が掲げるサッカーを中心としたスポー
ツの普及、振興、地域の活性化に賛同し、青少年育
成のための資金を贈呈するなど支援している。 

東京信用金庫

阿波おどり大会への参加

地域の阿波おどり大会へ職員が参加しており、各
地域の一大会あたり約 40 名から 60 名の職員がチー
ムを組み、大会前には練習に励んでいる。当日の衣
装や楽器などについての費用を金庫が負担している
ほか、当日の職員の応援や、社内報の掲載など、様々
な面から職員の主体的な取組をサポートしている。

東京システムハウス株式会社

社員スポーツ活動に対する支援

5 つの部活動（ゴルフ・駅伝・テニス・野球・フッ
トサル）に対して年度毎に活動補助費の支援をして
いる。また、各部門の管理職（部長）がリーダーと
なり、定期的にサークル活動を実施するなど、他部
署の社員とコミュニケーションを図っている。
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群馬支社 (141) 
都筑ビル (19) 

横浜平沼ビル (75) 
小山 (1) 

(歩) 

平成��年ウォーキングキャンペーン：建屋ごとの平均歩数�

＊��・��月ともデータ報告のあった�����名で集計�
� （）内は建屋毎の参加者数�

幹歩くん

がんばった�

でガス！�

 

平成28年ウォーキングキャンペーン 

 

記 録 証 

 東京 太郎 殿 
 

総歩数：669,673 歩 

順 位：第 324 位（1,495 人中） 

 

あなたは平成 28 年 10 月 1 日～11 月 30 日

実施のウォーキングキャンペーンにおいて

当初の成績をおさめられましたことを証明

いたします 

 

平成 28 年 12 月 吉日 

東京ガス株式会社 

人事部 安全健康・福利室 

 東京ガス株式会社 

 社内ウォーキングイベントの実施 

健康の維持向上のための身体活動量を増やすこと
を目的とし全ての参加者に歩数と順位を記載した「記
録証」を送付するなど工夫を凝らした社内ウォーキ
ングイベントを実施している。上位成績者と支社ご
との平均歩数を社内 HP にて掲載しイベントを促進
している。
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トッパン・フォームズ株式会社

社内ウォーキングイベントの実施

毎年 11 月頃に労使共催で従業員とその家族が参
加できるウォーキングイベントを開催している。様々
な部署の社員が参加出来るよう、イベント実施後に
そのままご家族で楽しめるように到着時間を早めに
したり、ゴール地点を人気の観光地にしたりと工夫
している。

凸版印刷株式会社

自社スポーツ施設の
地域 SC等への提供

自社の体育館を地域のスポーツクラブおよびプロ
バスケットボールチーム「東京エクセレンス」へ利
用提供している。また、毎朝のラジオ体操や企業運
動会、スポーツ専従社員の出場大会の応援、イント
ラ内での各運動部のホームページやブログの掲載な
どを実施している。

東武鉄道株式会社

少年野球・サッカー大会への
ボランティアスタッフ派遣

28 年度で 9 年目を迎える東武鉄道杯は、 （一財）
東武博物館が主催する沿線地域における少年野球大
会、少年サッカー大会である。東武鉄道は平成 27
年度までに延べ 7,300 名を超えるボランティアス
タッフを派遣し、会場準備、試合応援等を通じて、
次世代を担う健やかな少年少女の成長を支援してい
る。

株式会社東京ドームスポーツ

障害者バスケットボール教室
の開催

日本バスケットボール選手会と連携し、障害者バ
スケットボール教室を開催している。板橋区が進め
る「スポーツで笑顔が輝くまちへ」の施策に賛同し、
若い世代のアスリートを支援することで、地元のス
ポーツ振興の発展を進め、地域の活性化に寄与して
いる。また、スポーツ活動を推進することで、社内
が明るく、一体感の構築にも繋がっている。
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日都産業株式会社

駅伝大会への参加

地域の駅伝大会やランニングイベントに参加して
いる。社長から新入社員まで、各事業所の老若男女
による混合チームを編成するとともに、ユニフォー
ムに会社のオリジナルシールを貼ったり、全員参加
の打ち上げ懇親会を開催するなど一丸となって取り
組んでいる。

 日清食品ホールディングス株式会社 

 「健康を維持増進させたい社員」と
「飢餓で苦しむ地域の子どもたち」を結びつけた

「百福士第 16 弾日清月歩チャリティー WALK プロジェクト」 
 参加を希望するグループ社員に歩数計を配布し、

参加者全員の累計歩行距離の合計が「月」に到達す
るまで継続する、「日清月歩チャリティー WALK プ
ロジェクト」を実施した。

歩数に応じて支援団体への寄付額が決まる仕組み
とすることで「健康の維持・増進」と「世界の食糧
問題」への社員の意識向上を図った。 

トヨタアドミニスタ株式会社
（2017 年 4 月 1 日より「トヨタ東京販売

ホールディングス株式会社」へ名称変更）

社員のスポーツ観戦・応援の推奨

社員に対して全社掲示板でのスポーツ大会の周知
や勤務時間内でのスポーツ観戦を許可するなど社員
のスポーツ観戦、応援を推奨している。

画像は、16年 12月に開催された駅伝大会の様子。

TOTO 株式会社

健康推進イベントの実施、
企業運動部の応援の実施

毎朝のラジオ体操の実施、ヨガ教室や体幹トレー
ニング実施、陸上部によるランニング教室開催など
社員の健康推進イベントを各種企画・実施している。
また、社内イントラにスポーツ支援専用サイトを作
成して、社内に応援を呼びかけるなど企業運動部の
大会への試合応援ツアーを実施している。
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日本通運株式会社

自社スポーツ施設の
大学等への利用提供

企業や大学などの各団体からの利用要請に基づき、
本社ビル B1F の武道場（柔道場、剣道場、相撲場）
を利用提供している。また、自社の運動部との合同
練習や交流試合なども実施しており、こうした取組
を通じて、地域のスポーツ振興を図っている。

日本生命保険相互会社

障害者スポーツ大会の観戦

本店・本部のある大阪・東京在籍職員、ならびに
その家族を中心に、障害者スポーツの大会を観戦し
ている。大会の際には、障害者スポーツ特有のルー
ルや、注目選手をイントラネットで紹介するなど、
事前に見どころを共有することにより、職員の理解
をより深められるよう取り組んでいる。

日本写真判定株式会社

自転車競技選手育成・支援
競輪場のサイクルスポーツ普及拠点化

国際大会を目指す選手の機材、練習場所の提供及
び、自転車競技の選手を雇用して「安心して競技に
取り組める環境」を整備している。
また、サイクルスポーツの普及拠点として競輪場
を活用し、自転車の面白さやスポーツ性を知っても
らうための「サイクルクラブ」を主宰している。

公益財団法人日本ケアフィット共育機構

サービス介助士ボランティアに
よる会場のバリアフリー支援

J リーグや、ウィルチェアーラグビー、ブライン
ドサッカーなどの各大会において、「サービス介助士」
の資格を有するボランティアスタッフが常駐し、障
害のある方への情報提供や案内誘導などの対応を
行っている。ボランティアを勤務日として扱い、休
暇を用意するなど、積極的にボランティア参加がで
きるよう体制を整備している。
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 野村不動産ライフ＆スポーツ株式会社 

 競技団体への支援 

 自社スポーツ施設を不定期に競技団体に利用提供
している。また、小学校のプールを利用し、小学生
向け着衣水泳教室を実施している。 

野村不動産パートナーズ株式会社

障害者アスリートの雇用及び
大会出場等活動支援

雇用アスリートの競技に関わる費用（遠征費、備品、
消耗品、大会エントリー、トレーニング代等）を支
援している。また、勤務体系を競技優先にするなど、
仕事と競技の両立を応援している。

日本メディカルネットコミュニケーションズ株式会社
（2016 年 12 月 1 日より「株式会社メディカルネット」へ名称変更）

アスリートの雇用

現役を引退したアスリートのセカンドキャリア支
援として、元アスリートを雇用している。社会人経
験や職務経験がなくても本人の努力・やる気を重視
した採用を実施し、中長期的に育成する環境を整え、
キャリア育成を支援している。

 日本電気株式会社（NEC グループ） 

NEC パラスポーツ応援
プロジェクトの実施

 20 年以上にわたる車いすテニス支援の実績を活か
し、年齢・性別・国籍・障害の有無などに関わりなく、
誰もが社会の一員として安心して暮らせる「ユニバー
サル社会」の実現に向け、率先してパラスポーツを
応援している。 

The Tennis Foundation
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 株式会社フジクラ 

 グループ会社も含めた従業員が参加
可能なウォーキングイベントの実施 

 グループ会社も含めた従業員が参加可能な「歩数
イベント」を年 2 回開催している。個人成績だけで
はなく部署ごとにチームを編成の上、対抗戦を行う。
参加者にはランキング等閲覧可能個人専用 WEB
ページを提供しイベントへの参加を促進している。 

株式会社パソナグループ

社内スポーツ大会の実施

パソナグループ各社の社員とその家族が、スポーツを通
じて互いに知り合い、グループ内のコミュニケーションを
促進するとともに、健康的な身体作りを意識する機会とし
て「パソナグループ大運動会」を開催している。また、
2016 年には兵庫県淡路島で年齢国籍を問わず誰もが参加
できる「UNDOKAI World Cup」を開催するなど、地方
創生と健康社会の実現を目指す取組にも注力している。

 長谷川体育施設株式会社 

 生涯スポーツ社会の実現を目指し
スポーツに親しむ機会を創出 

 陸上部に所属するアスリート（うち 1 名は障害者
アスリート）の競技活動を積極的に応援している。
また社会貢献活動として自治体が主催する陸上教室
や講演会へ選手が講師として参加し、スポーツ交流
を実施している。さらに社員の健康管理や体力増進、
社員親睦を図るためスポーツサークルの活動を支援
している。 

野村ホールディングス株式会社

障害者アスリートの雇用及び
情報発信等活動支援

イントラネット上に特設コーナーを設け、社員パ
ラリンピアンによる競技の魅力や、国際大会への出
場経験を社員に発信している。また、障害者スポー
ツ競技の紹介や、大会情報を開示し、社員による積
極的な観戦、競技体験を促進している。
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株式会社ホスピタリティ・ワン

バランスボールを活用した
会議の実施

社内会議をバランスボール上に座って行っており、
その際にはただ座るだけではなく、理学療法士が姿
勢崩れが無いか、正しい姿勢で座れているか評価す
ることで、トレーニングの効果を向上させている。
姿勢などを普段から意識することで、社員の健康増
進を目指している。

 文化シヤッター株式会社 

 自社実業団チームによる地域の
スポーツ教室や大会の開催 

アルティメット※実業団チーム「文化シヤッター
Buzz Bullets」の選手によるアルティメット教室を
毎週実施している。

また、地域の自治体と連携し、主に子ども達の運
動能力向上を目指したフライングディスク体験教室
や、アルティメット大会を開催している。
※ ７人制のチームスポーツで、フライングディスクを落とさずにパスして運び、

コートの端のゴールエリア内でディスクをキャッチすれば得点となるスポーツ

有限会社プレミナ

障害者アスリート支援活動の
一環として社内で手話講座を開催

障害者アスリートの支援活動の一環として、社内
で手話講座を開催し、手話による聴覚障害者アスリー
トのサポートに力を入れている。講座は、手話講座
用の DVD を使用、または講師を招くなどして、社員、
スタッフ共に月 2 回の練習会を実施している。

富士通株式会社

アスリートによるスポーツ・健康促進及び
応援観戦ツアーによる社員の気運醸成

100 名以上の運動部選手が在籍し、地域住民への
スポーツ教室や社員の健康増進に向けたウォーキン
グ講座等を実施している。

パラスポーツやプロスポーツの支援、運動部の応
援を通じた社員の挑戦マインドを醸成している。

50



三井化学株式会社

運動量等によって得られるマイルを
貯めるヘルシーマイレージ合戦！

運動等によりポイントを獲得し、チーム又は個人
で競いあう社内スポーツを実施している。携帯電話
のアプリからも登録・利用が可能で、日々の生活や
イベントへの参加で獲得したポイントが様々な健康
グッズと交換できるなど、参加のしやすさ、継続し
て楽しめる点が、社員の健康意識の向上に寄与して
いる。

前田道路株式会社 東京支店

毎朝のラジオ体操の実施

職場従業員全員で毎朝のラジオ体操を実施してい
る。平日の始業チャイムの後に「ラジオ体操第一」
を流し、各部署のリーダーが前に出て体操を実施し
ている。取組を通じて、他の社員の体操の様子を観
察することにより、健康状態の把握も同時に図り、
職場にメリハリと活気が出ている。

株式会社ホリプロ

社員のスポーツ部活動の推奨

マラソン部、ゴルフ部、卓球部など、社員の健康
促進活動を推奨している。また、所属アスリートの
試合観戦や、障害者スポーツなど、社員の積極的な
観戦を促している。

堀江車輌電装株式会社

障害者と健常者の混成
フットサルチームの発足・運営

障害者支援事業部を中心に、社内・取引企業の有
志と障害者の混成フットサルチームを発足し、日々
活動を継続している。社員に向けた障害理解の促進
と共に、スポーツというコンテンツを通した障害理
解の仕組み作りの発信を目指している。
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三菱電機株式会社

障害者スポーツ普及と共生社会の理解促進プロジェクト
 「Going Up キャンペーン全国キャラバン」の展開

車椅子バスケットボールを中心とした障害者ス
ポーツの体験会・デモンストレーションを、各地の
障害者スポーツ協会などの団体と連携し実施してい
る。多くの方に体験してもらえるよう、各地のメディ
ア主催イベントの中で実施し、東京では 2015 年、
2016 年の 2 年続けて「ニッポン放送ラジオパーク
in 日比谷」で実施した。

株式会社三越伊勢丹

社内スポーツ大会の実施

当社グループでは、共済会と共同で事業会社・勤
務地・雇用形態を超えた交流を図り、従業員の健康
推進し「グループ健康ビジョン」実現するために、
運動会を開催（参加約 5,000 人）している。綱引き、
ジェンカ、チーム対抗世代別シャトルランリレーや
場外アトラクションなど、多くの参加者が楽しめる
プログラムを用意している。

三井不動産レジデンシャル株式会社

スポーツフェスティバルの開催

健常者、障害者の区別をせず、広くたくさんの人
たちが同じ舞台、同じルールで参加できる開かれた
スポーツフェスティバルとして“ザ・コーポレート
ゲームズ東京”を開催している。企画・運営するこ
とによって東京湾岸エリアの活性化を目指している。

三井不動産株式会社

オリンピック・パラリンピック競技
の体験教室を開催

一流アスリートを講師として、オリンピック・パ
ラリンピック競技を紹介し、体験の場を提供する
1day スポーツ教室“三井不動産スポーツアカデミー
for TOKYO 2020”を開催している。
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ヤスマ株式会社

社員スポーツ活動に対する支援

全部署、全事業所の社員が参加し、毎朝始業時に
ラジオ体操を実施している。そのほか、ボーリング
大会の実施や、社内フットサルクラブ（FCヤスマ）
の活動支援など、社員の健康維持管理のため様々な
取り組みを行っている。

メットライフ生命保険株式会社

障害者アスリートの雇用及び
講演会の開催

障害者アスリート社員が中心となり、“ウィルチェ
アーラグビー”の社員体験会を実施している。また
障害者アスリート社員による、車椅子スポーツ体験
や実体験を基にした講演会を小中学校の授業の一環
として実施している。

明和地所株式会社

社内に社員用トレーニングジムを完備し、
フィットネスプログラムを実施

自社内に設置したトレーニングジムを開放し、従業員の健康増
進を図っている。また、月に数回程度、外部講師を招いてヨガ・
ストレッチ・ピラティスなどのフィットネスプログラムを実施し
ている。
年に一度行われる「運動会」には全グループ会社の従業員や家
族が参加し、スポーツを通してコミュニケーションを図るととも
に、仕事の活力へとつながる場とすることを目的として実施して
いる。

有限会社村装

スポーツ大会（テニス）への
選手派遣

積極的にテニス大会へ選手を派遣し、28年度は軽
井沢国際ベテラン優勝、全日本ベテランベスト 8な
ど、優秀な成績を収めているほか、当社所在地周辺
のテニスサークル活動への参加や、テニスの競技指
導、活動支援を行って親睦を深めている。
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リーフラス株式会社

障害者アスリートの雇用及び
講演活動の実施

障害者アスリートが競技に専念できるよう正社員
として雇用しており、アスリートの国際大会出場時
には全社員に周知し、HP や社内報等でも結果等の
情報を公開・共有している。また、アスリートによ
る講演会や障害者スポーツの体験会も実施し、パラ
スポーツの普及に努めている。

株式会社読売広告社

スポーツ大会・イベントへの参加

28 年度もザ ･ コーポレートゲームズ東京に社員
237 名が参加した。また、本社の 3団体（野球部、
テニス部、トライアスロン部）及び新たに誕生した「読
広アスリートクラブ」などの社内公認運動サークル
に対し、活動補助金を提供し、競技場の利用料や道
具の購入に利用してもらい、スポーツを通じた社内
交流を推進している。

株式会社ユニクロ

社員スポーツ活動に対する支援

陸上部が定期的に社内及びに地域の小学校・中学
校向けにランニング教室を開催している。技術的な
アドバイスやトップアスリートの体験を伝えること
で社員や地域のスポーツ活動を支援している。

山本光学株式会社

階段利用の促進

階段利用を促進しており、各事業所の階段の目に
つきやすい場所に手作りのポスターを掲示し啓蒙を
図るなどの取り組みを行っている。特に、本社（6
階建て）においては、3フロアーの昇り降りは、原
則歩くよう、取組を励行しており、東京支店（8階
に入居）でも階段をできるだけ使用するように奨励
している。
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株式会社ルネサンス

スポーツ大会・イベントへ参加

マラソン大会を定期的に自社開催したり、専用サ
イトやブログを活用し、大会情報等を共有したり、
月 1回の社内報活用による活動や結果を情報発信し
ている。
これらの取り組みを通じて各種ランニングイベン
トなどには従業員が継続的に参加している。

リンテック株式会社

地域の障害者と少年野球チームを
プロ野球観戦に招待

同社の本社がある板橋区に在住している障害者や
区内の少年野球チームに所属している小学生を東京
ドームでのプロ野球観戦に招待している。同区が進
めている「スポーツで笑顔が輝くまちへ」の施策に
賛同し、地域のスポーツ振興に寄与している。

東京都スポーツ推進企業　認定ステッカー 東京都スポーツ推進企業ロゴマーク

■東京都スポーツ推進企業　認定ステッカー・ロゴマーク
　「東京都スポーツ推進企業」として、東京都の認定を受けた証です。
　認定を受けた企業は、認定ステッカーを掲出、ロゴマークを広告等に表示し、「東京都スポーツ推進企業」
であることをアピールできます。
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平成 28年度東京都スポーツ推進モデル企業選定委員会

平成28年度東京都スポーツ推進モデル企業選定委員会委員名簿
（平成 29年 3月現在）

氏名 役職

1 木
き む ら

村　和
かずひこ

彦 早稲田大学スポーツ科学学術院教授

2 田
た ぐ ち

口　亜
あ き

希 一般社団法人日本パラリンピアンズ協会
理事

3 丸
まるやま

山　正
ただし 公益財団法人日本レクリエーション協会

専務理事

4 安
あ じ ま

嶌　潔
きよし

東京商工会議所　サービス・交流部長

5 天
あ ま の

野　美
み わ

和 オリンピック ･パラリンピック準備局
スポーツ推進部障害者スポーツ課長

6 笠
かさまつ

松　恒
こ う じ

司 福祉保健局保健政策部健康推進課長

委員からのコメント

○中小企業でも無理なく取り組める内容もあり、いろいろな企業で取りくんでほしい。

○社員が自ら、自発的に取り組んでいる取組もあり、他の企業の見本にもなる。

○ライフスタイルの転換になるような独創的な取組もあり、他の企業にも推奨したい。

○日常生活に工夫を凝らすことで、社員の自覚を促せる取組もあり、評価したい。
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